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持続可能な情報システム部門のひとり運営 
 

黒田 光洋 

 

要 旨 

 2015 年の情報システム学会第 11 回全国大会・研究発表大会にて発表した「情報システム
部門のひとり運営実践と中堅中小企業の現実解」では、景気低迷などの影響で消滅した自
社の IT 部門を、IT の進化を追い風にひとりで立て直すまでの取り組みについて説明した。
情報システム部門のひとり運営は、コスト、IT 活用、柔軟性やスピードの面において中堅
中小企業の現実解であり、ひとりでも運営できる環境や仕組みを作りあげる人材を Solo 
Integrator と名付けた。本稿では Solo Integrator を広く普及させ持続可能なものとするた
めに必要な仕組みや取組みについて考える。 

 

 

１．ひとり運営が唯一であり理想でも

ある  

1.1 ひとり運営の概要 

「情報システム部門のひとり運営実践と

中堅中小企業の現実解」[1]について簡単に

説明する。中堅中小企業の情報システム部

門衰退の要因は、孤立組織、IT の理解不足、

長期的視野の欠如、コストの負担、評価や

キャリアパスがない、超人材不足、流動性

の低い雇用環境などであり、技術以外に起

因する部分が大半を占める。一方、技術面

では ITが進化した事でこれまで集団で運営

していたことがひとりでも可能になった。

解決が困難な要因は立ち向かわず回避し、

IT の進化の恩恵は積極的に受け入れる事が

できれば情報システム部門の立て直しが可

能ではないかと考えた。それを可能とする

唯一の手段がひとり運営である。 

システムは多くの技術で構成されていて、

利用するには高度な知識と経験が必要であ

り、IT インフラ環境やシステム開発をひと

りで行う事は非常に困難であると考えられ

ていた。しかしそれは昔の話であり、技術

の進化と共に簡単に使えるようにもなって

きた。インターネット上には質の高い情報

や先人たちが残した経験にあふれ、フリー

ソフトは商用製品と遜色ないレベルとなり、

商用製品も条件次第で無償で使えるように

なった。これらの状況変化は、技術を学ん

だりシステムを構築するときのハードルを

大きく下げた。ひとりでは難しいという固

定観念を取り払い ITの進化の恩恵を素直に

受け入れることで、ひとり運営は実現でき

る。具体的な取り組みについては「情報シ

ステム部門のひとり運営実践と中堅中小企

業の現実解」[1]を参考にしていただきたい。 

ひとり運営はひとりで頑張る人材ではな

く、ひとりでも運営できる環境を創造し構

築する人材であり、Solo Integrator と名付け

た。自社においては最大 10 名で維持管理し

ていた 200 台もの物理サーバは仮想化し障
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害が激減。管理レベル、柔軟性、スピード

などが向上し、統制もしやすくなった。削

減できた工数は将来に向けた検証や実験に

使う事で、さらに将来の工数の大幅削減に

つながるという好循環を生み出すようにな

った。サーバやインフラの維持管理に手が

かからなくなり、業務システムの内製化に

時間を使えるようになったことで SIer やベ

ンダー依存率を下げ、コスト削減だけでな

くスピードや柔軟性、データ活用につなが

っている。今では簡単な小規模業務システ

ムであれば数日で構築可能な環境も整い、

理想的なひとり運営の環境が整ってきた。 

1.2 ひとり情シスと Solo Integrator 

企業情報システムをひとりで運営する人

材を「ひとり情シス」「兼任情シス」と呼ば

れているが、ひとり情シスと Solo Integrator

の違いについて説明する。システムを構成

する技術や関連作業には企業ごとの違いは

あまり無く、それに関してはひとり情シス

も Solo Integrator は同じと言える。Solo 

Integrator が違うのはひとりでも運営できる

環境構築を目的としている事である。自社

においても以前は日々発生する障害や課題

の対応で手一杯の状態であったため、ひと

り情シスであったと言える。 

想定している IT 環境の規模や範囲も異

なる。20 台 30 台のサーバ維持管理であれ

ばそれほど難しい事ではない。200 台以上

のサーバを運営しながら業務システム内製

やデータ活用まで視野に入れ、その環境を

ひとりで構築しながら運用もするとなると

知恵と工夫が必要である。たとえば物理サ

ーバを仮想化するだけなら他との違いは無

い。Solo Integrator は仮想化後の増加や活用

も想定する。自社においては、仮想環境構

築時に数年後に迫っていた Windows XP や

Windows 2003のサポート終了の対応をスム

ーズに行うことができる環境を想定し投資

を行った。結果、事前の検証や移行期間に

余裕ができ、かなりの台数があったものの

ひとりでも対応することができた。目先の

対応で手いっぱいになっていては、さらに

その先の価値のある業務システム内製やデ

ータ活用に時間を費やすことはできない。 

200 台の物理サーバの仮想化を行い、10

以上の業務システム内製やデータの統合や

活用まで実現できたことで、日本の中堅中

小企業の多くで Solo Integrator 実現のハー

ドルが下がったのではないだろうか。個々

の作業は難しいものではなく、使用技術も

すべてインターネットで勉強した。さらに

これを実現したのは 40 歳台も後半の平社

員である。 

私は、業務システム開発のためにプログ

ラムを書いている。プログラミングは、自

分のアイデアをすぐに実現できる大切な武

器である。管理が目的ではない Solo 

Integrator には必須のスキルであるが、レベ

ルはそれほど高くなくてよい。プログラミ

ングの生産性は年齢と共に落ちるがそこは

気にする必要はない。システム全体でみれ

ば経験や他の部分の効率化で容易に回収で

きるからである。システム全体を見ている

Solo Integrator のメリットである。 

参考までに、自社の 200 台の物理サーバ

を仮想化した後、現在は 250 台までに増え

たが管理工数はほとんど増えていない。自

社内の将来の動向はこれまでの経験である

程度予測して対策ができる。このような判

断は自社の状況を把握できる社員だから可
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能であることを考えると、社内に Solo 

Integrator を置いて情報を集中させる価値は

大きい。 

2. ひとり運営しかない現実 

IT バブル崩壊以降、情報システム部門の

弱体化が叫ばれている。企業にとって IT は

益々重要になっているにもかかわらず、情

報システム部門の衰退は改善どころか益々

弱体化が進んでいる。労働生産性で 1.5 倍

の差をつけられている米国では統制や活用

が当たり前であるが、日本では個別最適で

止まっている。なぜここまで違うのだろう

か。そこには日本特有の環境が影響してい

て、その状況下からひとり運営しかないと

いう現実が見えてくる。 

2.1 日本の雇用制度と IT普及の経緯 

欧米では汎用パッケージ、内製、外部委

託を必要に応じて使い分けされているが、

日本ではフルスクラッチで業務システムを

開発する例が多い。米国においては IT エン

ジニアの 7 割がユーザ企業に属しているの

に対して日本では 3 割と言われており、内

製できる体制を持たない企業は些細な修正

でも高額なコストを強いられ負担となって

いる。 

システムは多くの技術で構成されている

ため、それぞれの技術に担当を置く事で対

応しようとすると体制が大きくなってしま

う。大企業でさえその負担に耐えかね、情

報システム部門の子会社化や外部委託を進

めてきた。流動性の低い雇用制度は、景気

低迷下では企業のエンジニア採用を消極的

にさせる。必要な時に優秀なエンジニアを

調達し、不要になったら解散するというや

り方は日本では難しい。これらの状況が

SIer 依存や丸投げにつながり、日本独特の

IT ゼネコンを形成している。 

IT普及や導入の経緯に関しても欧米と日

本は異なる。トップダウンで IT 化を進める

欧米に対して、日本では効率化を各部門に

任せたことで各部門都合のシステムが構築

された。それにより各部門での効率化は進

んだが、個別最適のシステムが乱立した事

で企業全体としての効率化が進まない状況

に陥った。個別最適のシステムは業務と密

に絡み合い、複雑な他システムとの連携な

ども加わり状況把握すら困難な状況になっ

ている事が多い。経営者ですら思い切った

ことができない状況は、現場から地道に紐

解いていくしかない。人が増やせない。現

場からの改善が必要。このような状況下で

は、Solo Integrator を実現するしかないよ

うに思える。 

2.2 増え続ける ITコストと人員削減 

企業内でのシステム利用やデータ活用は

今後も拡大する。設備費やライセンス費、

保守費などの費用が増え続けている状況下

で複数の IT 要員を抱える負担は大きい。長

引く景気低迷で厳しい経営を迫られ、止む

を得ず IT 要員を削減する経営の立場も理

解できる。しかし、人員削減により情報シ

ステム部門の負担が増え、サービスや品質

の低下により無用なトラブルやユーザに非

効率な業務を強いられるという悪循環に陥

っているのが現状である。情報システム部

員は自分自身の非効率な作業すら改善でき

ず、最新技術やスキルを学ぶ余裕もない。

それが外部依存体質を加速させ、高コスト

体質へとつながるという悪循環になってい
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ると思われる。好景気時代に数多くのシス

テムを起ち上げてきた中堅企業ほど状況は

深刻である。人が減ることはあっても増え

ることは期待できない。人員削減のたびに

混乱を招くよりも、最初か ら Solo 

Integrator を目指して計画的な人員削減を

するほうが良いと思われる。 

2.3 集団は変化を困難にする 

人員削減は情報システム部門の衰退の原

因の一つではあるが、人員削減自体が問題

ではない。景気低迷下においてはコスト削

減や人員削減は予想できる。問題なのはコ

スト削減や人員削減後もこれまでのやり方

を変えずにいる事である。人員が減り総労

働時間が減っているのであれば、それに見

合った運営に変えていかねばならない。何

も変えずに人員削減をすれば各担当の負担

が増加し、担当は自分を守ろうとするため

壁を作るようになる。一度硬直化してしま

うと、何をやってもうまくいかない。 

自社においても IT 部門の人員が減り続

けながらもやり方を変えなかったため、各

担当の負荷が増大しミスやトラブルが増え

た。それにより IT 部門の信頼が無くなった

事も消滅につながったと思われる。部門が

消滅し同時にこれまでのやり方も消滅した

事で、ひとり運営がうまく回り始めたと思

われる。集団が変えられない状況を作り出

しているとしたら、一度消滅しない限り変

化できないのかもしれない。今後も IT の変

化や業務の変化に対応して変化を続けない

といけない事を考えると、情報システム部

門を集団化しないほうが良いのかもしれな

い。 

2.4 人材不足と外部依存 

現在は超が付くほどの人材不足である。

3K・5K と言われるほど不人気な情報シス

テム人材を目指す人は少ない。中堅中小企

業は知名度や報酬、福利厚生面で大企業に

及ばないことが多いため絶望的ともいえる

状況である。苦労する割に評価やキャリア

パスも無い情報システム部門は自社内でも

敬遠されているため、社内での人材確保も

難しい。少子高齢化が進む日本において人

材不足が改善に向かう要素は見当たらない

ため、超省力運営を進めるべきである。人

材確保が難しい場合、外部委託に頼るしか

ないが、委託以上の事はしてくれない事を

考えると外部委託は割高である。社内に IT

に詳しい人材がいないと費用の妥当性も判

断できない。また、人材不足は SIer やベン

ダーも同じである。自社でもいざという時

の保守に加入しているが、問い合わせに対

応した相手の技術レベルが低くスピードも

遅いため結局自分で調べることになったこ

とも少なくない。技術知識や経験が無い状

態では価格だけで業者を決めるしかなく、

それはリスクを高めることにもつながるこ

とは理解すべきである。業者を選ぶ目利き

役は必要であり、そのような人材が少なく

とも社内にひとりは必要である。企業にと

って必要な人材と認識できるのであれば、

最初は多少スキル不足だとしても今後のた

めにSolo Integratorを社内で育成するくら

いの意識が必要ではないだろうか。 

2.5 選択肢が多いからこそ指南役が必要 

システムを構築するために何を選択する

かはエンジニア次第である。パッケージソ

フトを選択する人もいればスクラッチ開発
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する人もいる。開発言語も何を選択しても

間違いではない。複数のエンジニアでシス

テムを作り上げる際はエンジニアのスキル

や得意不得意、考え方の違いなどからまと

まりにくい。実際に自社でも複数のメンバ

で何かをするときにはなかなか意見がまと

まらず、その時の立場の強い人の方針で決

まるが、問題はその人の技術知識の範囲と

なってしまうことである。 

EXCELしかできない人が主体となると、

EXCEL を中心としたシステムとなり、利

用者だけでなく運用管理者の負荷も高いも

のができてしまうが、当の本人は他の技術

を知らないためにうまくできたと思ってい

る。どんな技術を使っても間違いではない

とはいえ、使い勝手が悪く運用負荷の高い

システムは成功とはいえない。 

ある程度の技術知識と経験を持った人材

がいて、ある程度の一貫性のある方針と常

識の範囲で方向性を決め運営することが求

められる。「ある程度」の定義は難しいが、

だからこそ全社のシステムを見る立場の

Solo Integrator が必要なのである。前職の

大規模システム開発においても、うまくい

くプロジェクトはひとりもしくは少人数の

エンジニアがコア部分の構成を決定してい

る事が多い。間違いはないという状況だか

らこそ、指南役が必要である。 

3. 中堅中小企業の重要性 

日本の労働生産性の低さは企業の IT 活

用の低さに原因があると言われている。大

手企業を頂点にピラミッド構造を形成して

いる産業においては、ピラミッドの大部分

を占める中堅中小企業の IT活用こそが産業

全体の労働生産性向上や活性化に大きく寄

与する。IT 活用においては全体の底上げが

重要であり、中堅中小企業の情報システム

部門の活性化がカギを握る。 

人間中心のシステムを作り提供するのは

企業である。その企業運営を支えるのは情

報システムであり、さらにそれを支えるの

は情報システム部門（部員）である。情報

システム部門の弱体化は、企業の情報シス

テムの弱体化につながり、それはよりよい

システムを世の中に提供することに影響を

及ぼすだろう。自社のシステムすらうまく

回せないのに、社会により良いシステムを

提供する事ができるのであろうか。 

IT 産業は知的産業であるが、日本の IT

業界は製造業的発想の労働集約型の産業に

近い。多重下請や人月商売が日本の IT 産業

に悪い影響を与えていることは以前から指

摘されている。中堅中小企業の IT 活用が進

めば下請けからの脱却も可能であると考え

る。実際に下請けから脱却して顧客に近い

位置でより良いシステムを提供し評価され

る企業も徐々に増えている。そのような企

業は自分たちで何でもやろうという意識が

高い。生産性が高くても、価値のあるソフ

トを作っても労働時間で報酬が決まってし

まう状況は本来の IT の姿ではない。IT 産業

だけでなく IT人材にとっても不幸な事であ

る。 

複雑化した組織で大きな変化ができない

大企業に比べ、身軽なのが中堅中小企業の

メリットである。ある程度の設備投資が可

能な中堅企業には、Solo Integrator にて大き

な成果が得られることが期待できる。中堅

中小企業の IT 活用が日本の IT 産業活性化

のカギを握っているのではないだろうか。 
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4. 持続可能なひとり運営を目指して 

中堅中小企業にとって情報システム部門

のひとり運営（Solo Integrator）がコスト

と活用の両面において理想の姿であり、唯

一の解決策でもあることがわかった。そし

てある程度の規模の企業で実現できたこと

で他の企業での実現性が高まった。しかし

Solo Integrator を広く普及させ、持続可能

なものとするためには解決しなければなら

ない課題がある。 

残念ながらひとり運営は実現できたがそ

れ以外は何も変わっていない。つまり社内

の意識も逆風の状況も経営層との距離も変

わらず、評価や報酬も変わらない。変えら

れないものを避けてきたため当然ではある

とはいえ、最小限の人員で IT 環境が整備活

用されたことで少しは何かが変わることを

期待していただけに残念である。情報シス

テム部門の衰退は、理解し評価できる人材

すらも失う事になったと考えられる。 

中堅中小企業にとっては大きなメリット

であるひとり運営を実現しても、現段階で

はひとり運営者の自己犠牲と自己満足で成

り立っているようなものである。ひとり運

営を実現する人材がこの先も続けたいと思

い、それを目指したいと思われるような環

境にならないと継続にはつながらない。そ

れにはまず認知と評価が必要であると考え

る。認知と評価がやりがいや報酬につなが

れば、さらに能力を発揮するであろう。ま

た、ひとりで運営することに経営者は不安

に感じるであろう。権限を悪用しないとも

限らない。それらの問題を解決するために

必要と考えられるものを表 1 に示す。 

表 1 持続可能な Solo Integrator に必要な

ものと役割 

No 名称 主な役割 

4.1 
第三者評価機

関 

客観的評価提供、経営者と Solo 

Integrator の橋渡し役、IT 活

用アドバイス、他社や世間の動

向 

4.2 
情報共有のた

めのサイト 

より専門性のある情報収集提

供、スキルアップや教育 

4.3 教育機関 
即 戦 力 人 材 育 成 、 Solo 

Integrator 専門教育の体系化 

 

表 1 で示した第三者評価機関、共有サイ

ト、教育機関が相互に連携する事で、持続

可能なSolo Integratorを実現することがで

きると考える。 

持続可能なSolo Integratorを実現するた

めに必要な第三者評価機関、情報共有サイ

ト、教育機関のそれぞれの役割について説

明する。 

4.1 第三者評価機関 

持続可能な姿になるための重要なポイン

トはSolo Integratorの認知と納得性のある

評価にある。認知と評価はやりがいや更な

る成果を生み出し、信頼関係や報酬にもつ

ながるだろう。しかし情報システム部門が

衰退した環境ではSolo Integratorを評価で

きる人材は社内にはいない。また、現場で

活動するSolo Integratorは組織的に孤立し

ているため情報が上がらない。そこで経営

者との橋渡し役として外部の第三者評価機

関が必要となる。平社員の話を聞かなくて

もコンサルタントの話は聞くという状況は

どこの企業も同じであろう。 

Solo Integrator を適正に運営できている

か、他社と比較してどの程度であるかなど

を客観的に評価し経営者や上司に提示する

ことで、経営者は Solo Integrator を客観的

な視点で見ることができる。それが社内で

の認知と評価につながり、経営層の不安や

不満の解消にもつながるであろう。第三者

評価機関の評価がSolo Integratorの納得あ

る評価や報酬につながれば、優秀な人材の

確保にもつながるかもしれない。 

第三者評価機関がSolo Integratorの悩み

に対してヒントを出したり、不足している

技術は何か、世間の動向や他社の事例を交

えながら課題を解決するヒントを与えるな

どのコンサルティングを行う事もできるで

あろう。 

評価と言っても ISO や IT-SOX などのよ

うに堅苦しく重い仕組みにしてはいけない。

重箱の隅をつついたり、きっちりやること

が目的ではない。方向性や考え方、実際の

取組を評価し、状況を伝えるのである。第

三者評価機関の目的は経営者と Solo 

Integrator の橋渡し役である。ミシュラン

やモンドセレクションのように、シンプル
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でありながら的確であるといった形が理想

であると考える。Solo Integrator が健全に

運営できているかの評価であるため、出来

ていない事があっても、それを補完する仕

組みや運用があればそれでよい。細かい指

摘は余計な作業を生むだけであり、そのよ

うな考え方を経営者に教育する役目も担っ

ていただきたい。そもそも IT は常に変化し

企業ごとに IT 環境や利用状況が異なるた

め、型にはめるのは難しい。 

評価にかかるコストが企業の負担になっ

ては評価してもらおうとは思わないだろう。

そういったことからうまく回り始めるまで

は国の支援なども得られることが望ましい。

また第三者評価機関は教育機関ともつなが

りが強いほうがよい。評価機関に情報が集

まることによりそれを即戦力となる人材育

成に活かしやすくなるからである。そうい

った意味でも情報システム学会などの団体

がその役割を担うことも提案したい。 

4.2 情報共有のためのサイト 

Solo Integrator は常に不安とストレスに

さらされている。何かあっても誰にも頼る

ことができず自分で解決しなくてはならな

い。本当にこの仕組みでよいのだろうか。

何か漏れはないだろうか。本当に今後もひ

とりで運営できるだろうかなど、ひとりな

らではの悩みがある。インターネットが普

及し多くの情報が容易に入手できるように

なったとはいえ、自社の複雑な IT 環境を前

提にしながら多くの選択肢からどれを選択

するかはSolo Integrator自身で決めなくて

はならない。私も選択に失敗したと思った

事はあるが、今振り返ると知識や経験が足

りなかったことに原因があることが多い。

特に商用製品はメリットばかり強調し、デ

メリットの情報を入手することが難しいた

め、そのような情報もサイトで公開される

とよい。 

Solo Integrator を実現するために必要な

考え方や技術情報、質問や解答を専門のサ

イトに集約し、情報共有を行う事で Solo 

Integrator の負荷軽減だけでなく人材育成

やスキルアップにも活用できるであろう。 

4.3 教育機関 

持続可能なSolo Integratorを実現するに

は人材育成が欠かせない。技術の進化で高

度な知識がなくとも容易に使えるようにな

り、業務システムを開発するために必要な

プログラミング言語で使う命令はそれほど

多くない。ひとりで運営するためのハード

ルは大幅に下がっているが、それを定型化

して効率よく学ぶための仕組みや体制が必

要である。複雑化する世の中では細分化、

専門化が進んでいる。しか し Solo 

Integrator は技術を特定する事とは異なる

ため、あらたな教育体系が必要と考える。 

中堅中小企業でなくとも人材育成は企業

にとって課題であり負担でもある。即戦力

を求める企業は多いが叶う事はあまりない。

欧米のようにより実践的なカリキュラムも

必要であろう。長期的には大学や専門学校

にて教育体制を整えることが望ましいが、

短期的には社会人教育なども必要である。

塾や予備校でも IT 活用が盛んであり、かな

りの部分が映像授業となっていることから

も、いつでも学べるインターネット上での

教育ができる仕組みが現実的である。 

社内情報システムに特化した人材である

Solo Integrator は技術的には企業ごとの差

は あ ま り な い 事 を 考 え る と 、 Solo 

Integrator 育成に必要な教育の体系化はし

やすいのではないだろうか。 

図 1 は持続可能な Solo Integrator の概

略図である。第三者評価機関が Solo 

Integrator と経営者の橋渡し役となり、

Solo Integrator が認知・評価される。企業

ごとのSolo Integratorは情報共有サイトな

どのネットワークで技術情報やひとりの不

安解消、スキルアップなどを行う。教育機

関で即戦力となる人材育成を行い、企業に

人材を輩出する。Solo Integrator が評価さ

れ人気の職種となればそれを目指す人が増

える。学生はその教育を行っている教育機

関を目指すであろう。人気 が Solo 

Integrator のレベルを上げることになる。

Solo Integrator にやりがいを求め、優秀な

人材が大企業ではなく中堅中小企業を目指

すかもしれない。これが日本における中堅

中小企業の情報システム運営の現実解では

ないだろうか。 
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図 1 持続的な Solo Integrator 

5. 何でもできる人の必要性が高まっ

ている 

技術者不足と技術の高度化・複雑化は情

報システム部門だけの問題ではない。製品

開発の現場においても同じであり、人を増

やす事で解決してきたこれまでのやり方が

限界を迎え、幅広く何でもできる人材の必

要性が高まっている。バーサタイリストや

フルスタックエンジニアという言葉の出現

がそれを意味している。少子高齢化時代に

おいて、高度化、複雑化、拡大を続けるシ

ステムを人員増で対応することができない

以上、ひとりの範囲を拡大し生産性を上げ

るしかない。IT を活用すればそれは可能で

ある。人が減れば管理工数や非効率なコミ

ュニケーションコストも削減できる。人件

費が削減できたぶんを報酬に反映すること

で優秀な人材を確保できるようになり、そ

れは更なる IT 活用につながる。これが本来

の姿である。 

何でもできる人の必要性が高まっている

割には、求人サイトや転職サイトを見ても

そのような分類は見当たらない。コンサル

ティングと同様に何でもやる人材の分類を

作り、それに Solo Integrator も

加えていただければ社会的に認

知され、学生だけでなく社会人

もそれを目指すようになるかも

しれない。 

6. おわりに 

企業情報システム部門の衰

退についてこれまで問題視され

続けてきたが、抜本的な解決案

は無かった。これまで変えられ

ない大きな問題を Solo Integrator で解決し

ようとしているわけであるが、それは非常

にハードルが高く、不可能な事にも思える

であろう。しかし時代が変わり IT が進化し

たことで不可能も可能になってきた。10 名

以上で管理していた 200 台ものサーバの管

理をひとりで運営するなんて私も無理だと

思っていた。実際やってみるとサーバ構築

維持管理にとどまらず、業務システムの内

製やデータの活用までひとりで実現できた。

私の能力が急に上がることは考えにくいこ

とから、IT は想像を超えるスピードで進化

しているのである。 

一番困難と思われたひとり運営（Solo 

Integrator）を実現できたことを考えると、

持続的な Solo Integrator の実現も決して無

理な事ではないと考える。ただし、今度は

自分ひとりの力では実現できないため、共

感いただける仲間を増やしながら実現を目

指したい。ひとり運営を実現した今、でき

るできないの議論から、どうやってうまく

回すかを検討する段階にあることは間違い

ない。ひとり運営しか答えが無いのであれ

ば、中堅中小企業は IT の無限の可能性を信

じてチャレンジしてもらいたい。私はそれ
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を支援したい。 

IT の限界を決めるのは自分である。だと

すると Information Technology というよりは

Infinity Technology のほうが正解なのかもし

れない。 
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